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要
因
を
考
察
す
る
学
習
の
有
効
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

井
上
（
川
崎
高
校
）
第
４
問
問
３
は

国
籍
に
よ
る
移
民
数
と
居
住
地
の
違
い

を
問
う
設
問
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
古
く
か
ら

往
来
が
盛
ん
な
国
で
あ
り
、
親
戚
が
集

ま
っ
て
暮
ら
す
傾
向
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
技
能
実
習
生
制
度
に
よ
り
、
数
が

急
増
し
て
お
り
、
全
国
に
分
散
す
る
傾

向
に
あ
る
。
国
籍
に
よ
る
来
日
目
的
の

差
異
や
、
各
国
が
移
民
を
送
り
出
す
背

景
ま
で
授
業
で
触
れ
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

山
口
（
上
五
島
高
校
）
第
４
問
問
４
で

は
、
都
市
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

結
び
付
け
て
出
題
し
て
い
る
。
地
理
総

合
に
お
い
て
も
、
様
々
な
地
球
的
課
題

が
相
互
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

授
業
に
お
い
て
も
、
資
料
を
も
と
に
地

球
的
課
題
間
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

後
藤
（
佐
倉
高
校
）
第
３
問
は
南
ア
ジ

ア
に
つ
い
て
、
比
較
的
平
易
な
知
識
を
求

め
た
り
図
表
を
読
み
取
ら
せ
思
考
さ
せ

た
り
す
る
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題
で

あ
っ
た
。
問
５
は
、平
易
で
こ
そ
あ
る
が
、

気
候
や
歴
史
的
背
景
、
農
業
の
知
識
を

も
と
に
衣
服
を
思
考
さ
せ
た
、
地
理
総

合
に
準
ず
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
県
立
広
島
井
口
高
等
学
校
）

待
し
た
い
。

三　
紙
上
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

以
下
、
自
由
参
加
形
式
で
意
見
交
換

し
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

蒼
下
（
下
関
南
高
校
）
第
３
問
は
探
究

的
な
構
成
を
と
り
、
課
題
設
定
、
資
料

の
取
捨
選
択
、
考
察
・
構
想
の
流
れ
で

出
題
さ
れ
て
い
る
が
、
問
５
は
常
識
的
な

知
識
で
解
答
で
き
、
問
６
は
安
易
な
意

思
決
定
に
繋
が
り
か
ね
ず
、
地
理
ら
し

い
出
題
に
改
善
さ
れ
た
い
。
第
４
問
は
南

ア
ジ
ア
地
誌
に
お
い
て
、
基
本
的
内
容
を

基
に
解
答
す
る
安
定
的
な
問
題
が
多
い
。

宅
島（
広
島
大・院
）第
４
問
問
２
で
は
、

個
別
的
な
統
計
デ
ー
タ
の
暗
記
で
は
な

く
、
デ
ー
タ
の
傾
向
性
を
と
ら
え
る
力

が
求
め
ら
れ
る
。
人
々
の
移
動
に
は
、

地
理
的
な
近
接
性
や
歴
史
的
背
景
が
大

き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
キ
と

ク
の
近
接
性
、
カ
と
キ
の
歴
史
的
な
関

係
性
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
考
察
が
可

能
で
あ
る
。

中
村
（
鳥
取
西
高
校
）
第
３
問
問
２
は

穀
物
生
産
量
の
変
化
要
因
を
資
料
か
ら

読
み
取
る
設
問
。
絶
対
量
を
指
数
化
し

た
数
値
と
割
合
を
同
時
に
読
み
取
る
力

を
問
う
。
一
方
、
高
収
量
地
域
の
要
因

は
、
品
種
の
違
い
を
推
察
さ
せ
て
い
る
。

判
断
は
単
純
だ
が
、
授
業
に
お
い
て
緑

の
革
命
等
の
題
材
に
つ
い
て
、
多
様
な

　
「
世
界
の
結
び
つ
き
と
地
球
的
課
題
」

か
ら
６
題
が
出
題
さ
れ
た
。
東
・
東
南

ア
ジ
ア
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱

量
上
位
港
の
位
置
（
問
１
）、
日
本
に
在

留
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
総

数
の
推
移
と
各
都
道
府
県
別
割
合
（
問

３
）、
各
国
の
１
人
当
た
り
１
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
と
都
市
人
口
率
の
推
移

（
問
４
）
な
ど
時
代
の
変
遷
に
伴
う
特
徴

の
変
化
に
つ
い
て
、
学
習
事
項
を
活
用

し
て
つ
か
ま
せ
る
問
い
が
多
く
み
ら
れ

た
。
授
業
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
点
を

意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
。
配
点
20
点
。
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砂
漠
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
影
響

に
つ
い
て
、
模
式
図
を
空
欄
補
充
す
る

問
い
で
あ
る
。
近
年
地
理
教
育
で
注

目
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
思
考
の
発
想
が
窺

え
、
模
式
図
の
矢
印
が
ル
ー
プ
し
て
い

る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
空
欄
の
前
後

を
見
る
だ
け
で
解
答
が
選
べ
て
し
ま
う

点
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
解
く
過
程

で
図
全
体
を
読
み
、
一
層
シ
ス
テ
ム
思

考
を
意
識
す
る
設
問
と
な
る
こ
と
を
期

一　
第
３
問

　

 

「
南
ア
ジ
ア
」
に
関
す
る
設
問
で
あ

る
。
自
然
環
境
や
農
業
、
食
生
活
や

人
口
増
加
率
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
出

題
さ
れ
、
具
体
的
な
資
料
の
読
み
取
り

か
ら
対
象
地
域
の
特
徴
を
考
察
す
る
問

い
が
多
く
み
ら
れ
た
。
問
４
は
家
禽
の

肉
と
牛
肉
で
供
給
量
変
化
の
要
因
を
考

察
す
る
必
要
が
あ
り
、
難
易
度
は
高
い

が
イ
ン
ド
に
お
け
る
食
生
活
変
化
の
実

情
が
垣
間
見
え
る
興
味
深
い
資
料
で
あ

る
。
配
点
20
点
。
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イ
ン
ド
の
州
別
人
口
増
加
率
、
都
市

人
口
率
、
都
市
の
失
業
率
の
各
資
料
か

ら
、
地
域
間
経
済
格
差
の
特
徴
を
読
み

取
り
、
背
景
を
考
察
す
る
問
い
で
あ
る
。

①
は
知
識
の
活
用
、
②
・
③
は
資
料
の

読
み
取
り
と
考
察
と
し
て
標
準
的
だ

が
、
④
は
Ｘ
州
や
全
国
と
Ｙ
州
を
比
較

し
た
正
誤
を
問
う
形
に
す
る
な
ど
、
改

善
の
余
地
が
残
る
。

二　
第
４
問

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 

⑤

～ 
地
理
A（
第
１
日
程
）
第
３
・４
問
の
分
析
を
通
し
て 

～

首
　
藤
　
慧
　
真

口

口


